
(57)【要約】

【課題】従来よりも接合連繋の作業が容易な、しかもコ

ストを低減した木造建築物の接合連繋構造の提供。

【解決手段】柱に取り付けた接合金具に梁の端部を支持

させ、その接合金具の楔用窓孔と梁の楔挿通孔とに楔案

内片を装着し、これに案内させて打込み楔を打ち込んで

梁と柱とを接合連繋している接合連繋構造において、

＜Ｉ＞楔案内片（d1）が、内面に、基端部（12）側を深

く先端部（13）側を浅くした楔案内横溝(14)を掘削形成

するとともに、外面に、接合金具（b）の楔用窓孔（b'

）の孔縁に嵌合する縦凹溝（15）を掘削形成してなり、

＜II＞　打込み楔（d2）が、内面に、基端部（16）側を

高く先端部（17）側を低くして上記楔案内横溝（14）と

同傾斜にし、その高さを上記楔案内横溝（14）の深さよ

りも高くした、該楔案内横溝（14）に嵌合する案内突条

（18）を形成してなる接合連繋構造。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 柱 に 取 り 付 け た 接 合 金 具 に 梁 ま た は 桁 の 端 部 を 嵌 合 支 持 さ せ 、 そ の 接 合 金 具 の 楔 用 窓 孔
と 梁 ま た は 桁 の 楔 挿 通 孔 と に 楔 案 内 片 を 装 着 す る と と も に 、 こ れ に 案 内 さ せ て 打 込 み 楔 を
打 ち 込 む こ と に よ り 、 梁 ま た は 桁 を 上 記 接 合 金 具 に 対 し て 柱 に 向 け て 移 動 さ せ 、 梁 ま た は
桁 と 柱 と を 接 合 連 繋 し て い る 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 に お い て 、
＜ Ｉ ＞ 楔 案 内 片 （ d1,d1',d1"） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 （ 12） 側 を 深 く 先 端 部 （ 13） 側 を
浅 く し た 楔 案 内 横 溝 (14)を 掘 削 形 成 す る と と も に 、 そ の 外 面 に 接 合 金 具 （ b） の 楔 用 窓 孔
（ b'） の 孔 縁 に 嵌 合 す る 縦 凹 溝 （ 15） を 掘 削 形 成 し て な り 、
＜ II＞ 　 打 込 み 楔 （ d2,d2',d2"） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 （ 16） 側 を 高 く 先 端 部 （ 17） 側
を 低 く し て 上 記 楔 案 内 横 溝 （ 14） と 同 傾 斜 に す る と と も に 、 そ の 高 さ を 上 記 楔 案 内 横 溝 （
14） の 深 さ よ り も 高 く し た 、 該 楔 案 内 横 溝 （ 14） に 嵌 合 す る 案 内 突 条 （ 18） を 形 成 し て な
る こ と を 特 徴 と す る 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 柱 に 取 り 付 け た 接 合 金 具 に 梁 ま た は 桁 の 端 部 を 嵌 合 支 持 さ せ 、 そ の 接 合 金 具 の 複 数 の 楔
用 窓 孔 と 梁 ま た は 桁 の 複 数 の 楔 挿 通 孔 と に 複 数 の 楔 案 内 片 を 装 着 す る と と も に 、 こ れ ら に
案 内 さ せ て 複 数 の 打 込 み 楔 を 打 ち 込 む こ と に よ り 、 梁 ま た は 桁 を 上 記 接 合 金 具 に 対 し て 柱
に 向 け て 移 動 さ せ 、 梁 ま た は 桁 と 柱 と を 接 合 連 繋 し て い る 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構
造 に お い て 、
＜ Ｉ ＞ 楔 案 内 片 （ h1） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 側 を 深 く 先 端 部 側 を 浅 く し た 楔 案 内 横 溝 (3
4)を 掘 削 形 成 す る と と も に 、 そ の 外 面 に 接 合 金 具 （ f） の 楔 用 窓 孔 （ f',f'） の 孔 縁 に 嵌 合
す る 縦 凹 溝 （ 32,32） を 掘 削 形 成 し て な り 、
＜ II＞ 　 打 込 み 楔 （ h2） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 側 を 高 く 先 端 部 側 を 低 く し て 上 記 楔 案 内
横 溝 （ 34） と 同 傾 斜 に す る と と も に 、 そ の 高 さ を 上 記 楔 案 内 横 溝 （ 34） の 深 さ よ り も 高 く
し た 、 該 楔 案 内 横 溝 （ 34） に 嵌 合 す る 案 内 突 条 （ 33） を 形 成 し て な る こ と を 特 徴 と す る 木
造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 土 台 に 取 り 付 け た 接 合 金 具 に 柱 の 下 端 部 を 嵌 合 支 持 さ せ 、 そ の 接 合 金 具 の 楔 用 窓 孔 と 柱
の 楔 挿 通 孔 と に 楔 案 内 片 を 装 着 す る と と も に こ れ に 案 内 さ せ て 打 込 み 楔 を 打 ち 込 む こ と に
よ り 、 柱 を 上 記 接 合 金 具 に 対 し て 土 台 に 向 け て 移 動 さ せ 、 土 台 と 柱 と を 接 合 連 繋 し て い る
木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 に お い て 、
＜ Ｉ ＞ 楔 案 内 片 （ m1） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 側 を 深 く 先 端 部 側 を 浅 く し た 楔 案 内 横 溝 (3
4)を 掘 削 形 成 す る と と も に 、 そ の 外 面 に 接 合 金 具 （ j） の 楔 用 窓 孔 （ j',j'） の 孔 縁 に 嵌 合
す る 縦 凹 溝 （ 32,32） を 掘 削 形 成 し て な り 、
＜ II＞ 　 打 込 み 楔 （ m2） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 側 を 高 く 先 端 部 側 を 低 く し て 上 記 楔 案 内
横 溝 （ 34） と 同 傾 斜 に す る と と も に 、 そ の 高 さ を 上 記 楔 案 内 横 溝 （ 34） の 深 さ よ り も 高 く
し た 、 該 楔 案 内 横 溝 （ 34） に 嵌 合 す る 案 内 突 条 （ 33） を 形 成 し て な る こ と を 特 徴 と す る 木
造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ２ 本 の 梁 部 材 ま た は 桁 部 材 の 互 い の 接 合 端 部 に 接 合 金 具 を 差 込 み 装 着 し 、 そ の 接 合 金 具
の 楔 用 窓 孔 と 各 梁 部 材 ま た は 桁 部 材 の 楔 挿 通 孔 と に 楔 案 内 片 を 装 着 す る と と も に こ れ に 案
内 さ せ て 打 込 み 楔 を 打 ち 込 む こ と に よ り 、 両 梁 部 材 ま た は 桁 部 材 を 互 い に 近 接 す る 方 向 に
移 動 さ せ 、 両 梁 部 材 ま た は 桁 部 材 を 接 合 連 繋 し て い る 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 に
お い て 、
＜ Ｉ ＞ 楔 案 内 片 （ r1… … ） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 側 を 深 く 先 端 部 側 を 浅 く し た 楔 案 内 横
溝 (34)を 掘 削 形 成 す る と と も に 、 そ の 外 面 に 接 合 金 具 （ q） の 楔 用 窓 孔 （ q'… … ,q"… … ）
の 孔 縁 に 嵌 合 す る 縦 凹 溝 （ 32,32） を 掘 削 形 成 し て な り 、
＜ II＞ 　 打 込 み 楔 （ r2… … ） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 側 を 高 く 先 端 部 側 を 低 く し て 上 記 楔
案 内 横 溝 （ 34） と 同 傾 斜 に す る と と も に 、 そ の 高 さ を 上 記 楔 案 内 横 溝 （ 34） の 深 さ よ り も
高 く し た 、 該 楔 案 内 横 溝 （ 34） に 嵌 合 す る 案 内 突 条 （ 33） を 形 成 し て な る こ と を 特 徴 と す
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る 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ２ 本 の 柱 部 材 の 互 い の 接 合 端 部 に 接 合 金 具 を 差 込 み 装 着 し 、 そ の 接 合 金 具 の 楔 用 窓 孔 と
各 柱 部 材 の 楔 挿 通 孔 と に 楔 案 内 片 を 装 着 す る と と も に こ れ に 案 内 さ せ て 打 込 み 楔 を 打 ち 込
む こ と に よ り 、 両 柱 部 材 を 互 い に 近 接 す る 方 向 に 移 動 さ せ 、 両 柱 部 材 を 接 合 連 繋 し て い る
木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 に お い て 、
＜ Ｉ ＞ 楔 案 内 片 （ v1） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 側 を 深 く 先 端 部 側 を 浅 く し た 楔 案 内 横 溝 (5
5')を 掘 削 形 成 す る と と も に 、 そ の 外 面 に 接 合 金 具 （ u） の 楔 用 窓 孔 （ u'… … ,u"… … ） の
孔 縁 に 嵌 合 す る 縦 凹 溝 （ 54,54） を 掘 削 形 成 し て な り 、
＜ II＞ 　 打 込 み 楔 （ v2） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 側 を 高 く 先 端 部 側 を 低 く し て 上 記 楔 案 内
横 溝 （ 55'） と 同 傾 斜 に す る と と も に 、 そ の 高 さ を 上 記 楔 案 内 横 溝 （ 55'） の 深 さ よ り も 高
く し た 、 該 楔 案 内 横 溝 （ 55'） に 嵌 合 す る 案 内 突 条 （ 55） を 形 成 し て な る こ と を 特 徴 と す
る 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ２ 本 の 梁 部 材 ま た は 桁 部 材 の 互 い の 接 合 端 部 を 接 合 金 具 に 嵌 合 上 載 し 、 そ の 接 合 金 具 の
楔 用 窓 孔 と 各 梁 部 材 ま た は 桁 部 材 の 楔 挿 通 孔 と に 楔 案 内 片 を 装 着 す る と と も に こ れ に 案 内
さ せ て 打 込 み 楔 を 打 ち 込 む こ と に よ り 、 両 梁 部 材 ま た は 桁 部 材 を 互 い に 近 接 す る 方 向 に 移
動 さ せ 、 両 梁 部 材 ま た は 桁 部 材 を 接 合 連 繋 し て い る 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 に お
い て 、
＜ Ｉ ＞ 楔 案 内 片 （ z1,z1） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 側 を 深 く 先 端 部 側 を 浅 く し た 楔 案 内 横
溝 (14)を 掘 削 形 成 す る と と も に 、 そ の 外 面 に 接 合 金 具 （ y） の 楔 用 窓 孔 （ y'） の 孔 縁 に 嵌
合 す る 縦 凹 溝 （ 15） を 掘 削 形 成 し て な り 、
＜ II＞ 　 打 込 み 楔 （ z2,z2） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 側 を 高 く 先 端 部 側 を 低 く し て 上 記 楔
案 内 横 溝 （ 14） と 同 傾 斜 に す る と と も に 、 そ の 高 さ を 上 記 楔 案 内 横 溝 （ 14） の 深 さ よ り も
高 く し た 、 該 楔 案 内 横 溝 （ 14） に 嵌 合 す る 案 内 突 条 （ 18） を 形 成 し て な る こ と を 特 徴 と す
る 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 楔 案 内 片 （ d1,d1',d1",h1,m1,r1,v1,z1） が 、 楔 案 内 横 溝 （ 14,34,55'） の 内 奥 面 に
、 そ の 楔 案 内 横 溝 （ 14,34,55'） の 幅 方 向 に 長 い 複 数 の 緩 み 止 め 突 条 （ 14'… … ） を 平 行 に
並 べ た 状 態 で 形 成 し て な り 、 上 記 打 込 み 楔 （ d2,d2',d2",h2,m2,r2,v2,z2） が 、 案 内 突 条
（ 18,33,55） の 頂 上 面 に 、 複 数 の 緩 み 止 め 突 起 （ 18'… … ） を 千 鳥 状 に 配 置 し て な る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ま た は ６ 記 載 の 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造
。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 楔 案 内 片 （ d1,d1',d1",h1,m1,r1,v1,z1） お よ び 打 込 み 楔 （ d2,d2',d2",h2,m2,r2,v
2,z2） が 、 そ の 外 面 形 状 を 円 弧 状 に し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５
， ６ ま た は ７ 記 載 の 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 楔 案 内 片 （ d1,d1',d1",h1,m1,r1,v1,z1） の 楔 案 内 横 溝 （ 14,34,55'） が 断 面 凸 形 で
あ る こ と 、 お よ び 、 打 込 み 楔 （ d2,d2',d2",h2,m2,r2,v2,z2） の 案 内 突 条 （ 18,33,55） の
断 面 形 状 が 凹 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ま た は ８ 記 載
の 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 上 記 楔 案 内 片 （ d1,d1',d1",h1,m1,r1,v1,z1） の 楔 案 内 横 溝 お よ び 打 込 み 楔 （ d2,d2',d2
",h2,m2,r2,v2,z2） の 案 内 突 条 の 断 面 形 状 が 円 弧 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ， ２
， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ま た は ８ 記 載 の 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 に 関 す る も の で あ る 。 よ り 詳 し く は 、 木 造
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建 築 物 に お け る (1)柱 と 梁 （ ま た は 桁 ） 、 (2)土 台 と 柱 、 (3)梁 部 材 （ ま た は 桁 部 材 ） 同 士
、 お よ び 、 (4)柱 部 材 同 士 の 、 各 接 合 連 繋 構 造 （ 特 許 文 献 １ ） の 改 良 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 者 は 、 図 １ ７ に 示 し た よ う に 、 内 面 に 楔 案 内 横 溝 を 有 し 、 外 面 に 縦 凹 溝 を 有 す る
楔 案 内 片 α と 、 内 面 に 楔 案 内 横 溝 を 有 す る と と も に 外 面 に 縦 突 条 を 有 し 上 記 楔 案 内 片 α と
対 に な る 楔 案 内 片 α ’ 、 お よ び 、 そ れ ら の 一 対 の 楔 案 内 片 α ， α ’ の 間 に 上 記 楔 案 内 横 溝
に 案 内 さ れ な が ら 打 ち 込 ま れ る 打 込 み 横 長 楔 β を 用 い た 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造
を 既 に 提 案 し て い る （ 特 願 2004-339237） 。
　 こ の 接 合 連 繋 構 造 は 、 た と え ば 柱 γ 等 に 取 り 付 け た 接 合 金 具 δ に 、 梁 （ ま た は 桁 ） ε 等
の 端 部 を 嵌 合 支 持 さ せ る と と も に 、 そ の 接 合 金 具 δ の 楔 用 窓 孔 δ ’ と 梁 ε の 端 部 の 楔 挿 通
孔 ε ’ と に 上 記 一 対 の 楔 案 内 片 α ， α ’ を 装 着 し 、 そ れ ら の 間 に 上 記 打 込 み 横 長 楔 β を 打
ち 込 む こ と に よ り 、 上 記 接 合 金 具 δ を 介 し て 梁 ε を 柱 γ の 方 向 に 強 制 的 に 移 動 さ せ 、 柱 γ
と 梁 ε と を 緊 密 か つ 強 固 に 接 合 連 繋 す る も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 登 第 2565441号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 こ の 接 合 連 繋 構 造 は 、 柱 γ と 梁 ε と を 接 合 連 繋 す る た め に 、 接 合 金 具 δ の 他 に
、 一 対 の 楔 案 内 片 α ， α ’ お よ び 打 込 み 横 長 楔 β の 合 計 ３ つ の 部 材 が 必 要 と な る た め 、 そ
れ ら の 製 作 コ ス ト が 嵩 む と か 、 接 合 連 繋 の 作 業 が 面 倒 で あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 従 来 よ り も 必 要 と な る 部 材 数 を 減 ら し た 、 接 合 連 繋 の 作 業 が 容 易 で 、
し か も コ ス ト を 低 減 し た 木 造 建 築 物 の 接 合 連 繋 構 造 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 は 、 柱 に 取 り 付 け た 接 合 金 具 に
梁 ま た は 桁 の 端 部 を 嵌 合 支 持 さ せ 、 そ の 接 合 金 具 の 楔 用 窓 孔 と 梁 ま た は 桁 の 楔 挿 通 孔 と に
楔 案 内 片 を 装 着 す る と と も に 、 こ れ に 案 内 さ せ て 打 込 み 楔 を 打 ち 込 む こ と に よ り 、 梁 ま た
は 桁 を 上 記 接 合 金 具 に 対 し て 柱 に 向 け て 移 動 さ せ 、 梁 ま た は 桁 と 柱 と を 接 合 連 繋 し て い る
木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 に お い て 、
＜ Ｉ ＞ 楔 案 内 片 （ d1,d1',d1"） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 （ 12） 側 を 深 く 先 端 部 （ 13） 側 を
浅 く し た 楔 案 内 横 溝 (14)を 掘 削 形 成 す る と と も に 、 そ の 外 面 に 接 合 金 具 （ b） の 楔 用 窓 孔
（ b'） の 孔 縁 に 嵌 合 す る 縦 凹 溝 （ 15） を 掘 削 形 成 し て な り 、
＜ II＞ 　 打 込 み 楔 （ d2,d2',d2"） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 （ 16） 側 を 高 く 先 端 部 （ 17） 側
を 低 く し て 上 記 楔 案 内 横 溝 （ 14） と 同 傾 斜 に す る と と も に 、 そ の 高 さ を 上 記 楔 案 内 横 溝 （
14） の 深 さ よ り も 高 く し た 、 該 楔 案 内 横 溝 （ 14） に 嵌 合 す る 案 内 突 条 （ 18） を 形 成 し て な
る 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 は 、 柱 に 取 り 付 け た 接 合 金 具 に
梁 ま た は 桁 の 端 部 を 嵌 合 支 持 さ せ 、 そ の 接 合 金 具 の 複 数 の 楔 用 窓 孔 と 梁 ま た は 桁 の 複 数 の
楔 挿 通 孔 と に 複 数 の 楔 案 内 片 を 装 着 す る と と も に 、 こ れ ら に 案 内 さ せ て 複 数 の 打 込 み 楔 を
打 ち 込 む こ と に よ り 、 梁 ま た は 桁 を 上 記 接 合 金 具 に 対 し て 柱 に 向 け て 移 動 さ せ 、 梁 ま た は
桁 と 柱 と を 接 合 連 繋 し て い る 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 に お い て 、
＜ Ｉ ＞ 楔 案 内 片 （ h1） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 側 を 深 く 先 端 部 側 を 浅 く し た 楔 案 内 横 溝 (3
4)を 掘 削 形 成 す る と と も に 、 そ の 外 面 に 接 合 金 具 （ f） の 楔 用 窓 孔 （ f',f'） の 孔 縁 に 嵌 合
す る 縦 凹 溝 （ 32,32） を 掘 削 形 成 し て な り 、
＜ II＞ 　 打 込 み 楔 （ h2） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 側 を 高 く 先 端 部 側 を 低 く し て 上 記 楔 案 内
横 溝 （ 34） と 同 傾 斜 に す る と と も に 、 そ の 高 さ を 上 記 楔 案 内 横 溝 （ 34） の 深 さ よ り も 高 く
し た 、 該 楔 案 内 横 溝 （ 34） に 嵌 合 す る 案 内 突 条 （ 33） を 形 成 し て な る 木 造 建 築 物 に お け る
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接 合 連 繋 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 は 、 土 台 に 取 り 付 け た 接 合 金 具
に 柱 の 下 端 部 を 嵌 合 支 持 さ せ 、 そ の 接 合 金 具 の 楔 用 窓 孔 と 柱 の 楔 挿 通 孔 と に 楔 案 内 片 を 装
着 す る と と も に こ れ に 案 内 さ せ て 打 込 み 楔 を 打 ち 込 む こ と に よ り 、 柱 を 上 記 接 合 金 具 に 対
し て 土 台 に 向 け て 移 動 さ せ 、 土 台 と 柱 と を 接 合 連 繋 し て い る 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋
構 造 に お い て 、
＜ Ｉ ＞ 楔 案 内 片 （ m1） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 側 を 深 く 先 端 部 側 を 浅 く し た 楔 案 内 横 溝 (3
4)を 掘 削 形 成 す る と と も に 、 そ の 外 面 に 接 合 金 具 （ j） の 楔 用 窓 孔 （ j',j'） の 孔 縁 に 嵌 合
す る 縦 凹 溝 （ 32,32） を 掘 削 形 成 し て な り 、
＜ II＞ 　 打 込 み 楔 （ m2） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 側 を 高 く 先 端 部 側 を 低 く し て 上 記 楔 案 内
横 溝 （ 34） と 同 傾 斜 に す る と と も に 、 そ の 高 さ を 上 記 楔 案 内 横 溝 （ 34） の 深 さ よ り も 高 く
し た 、 該 楔 案 内 横 溝 （ 34） に 嵌 合 す る 案 内 突 条 （ 33） を 形 成 し て な る 木 造 建 築 物 に お け る
接 合 連 繋 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 は 、 ２ 本 の 梁 部 材 ま た は 桁 部 材
の 互 い の 接 合 端 部 に 接 合 金 具 を 差 込 み 装 着 し 、 そ の 接 合 金 具 の 楔 用 窓 孔 と 各 梁 部 材 ま た は
桁 部 材 の 楔 挿 通 孔 と に 楔 案 内 片 を 装 着 す る と と も に こ れ に 案 内 さ せ て 打 込 み 楔 を 打 ち 込 む
こ と に よ り 、 両 梁 部 材 ま た は 桁 部 材 を 互 い に 近 接 す る 方 向 に 移 動 さ せ 、 両 梁 部 材 ま た は 桁
部 材 を 接 合 連 繋 し て い る 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 に お い て 、
＜ Ｉ ＞ 楔 案 内 片 （ r1… … ） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 側 を 深 く 先 端 部 側 を 浅 く し た 楔 案 内 横
溝 (34)を 掘 削 形 成 す る と と も に 、 そ の 外 面 に 接 合 金 具 （ q） の 楔 用 窓 孔 （ q'… … ,q"… … ）
の 孔 縁 に 嵌 合 す る 縦 凹 溝 （ 32,32） を 掘 削 形 成 し て な り 、
＜ II＞ 　 打 込 み 楔 （ r2… … ） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 側 を 高 く 先 端 部 側 を 低 く し て 上 記 楔
案 内 横 溝 （ 34） と 同 傾 斜 に す る と と も に 、 そ の 高 さ を 上 記 楔 案 内 横 溝 （ 34） の 深 さ よ り も
高 く し た 、 該 楔 案 内 横 溝 （ 34） に 嵌 合 す る 案 内 突 条 （ 33） を 形 成 し て な る 木 造 建 築 物 に お
け る 接 合 連 繋 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 は 、 ２ 本 の 柱 部 材 の 互 い の 接 合
端 部 に 接 合 金 具 を 差 込 み 装 着 し 、 そ の 接 合 金 具 の 楔 用 窓 孔 と 各 柱 部 材 の 楔 挿 通 孔 と に 楔 案
内 片 を 装 着 す る と と も に こ れ に 案 内 さ せ て 打 込 み 楔 を 打 ち 込 む こ と に よ り 、 両 柱 部 材 を 互
い に 近 接 す る 方 向 に 移 動 さ せ 、 両 柱 部 材 を 接 合 連 繋 し て い る 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋
構 造 に お い て 、
＜ Ｉ ＞ 楔 案 内 片 （ v1） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 側 を 深 く 先 端 部 側 を 浅 く し た 楔 案 内 横 溝 (5
5')を 掘 削 形 成 す る と と も に 、 そ の 外 面 に 接 合 金 具 （ u） の 楔 用 窓 孔 （ u'… … ,u"… … ） の
孔 縁 に 嵌 合 す る 縦 凹 溝 （ 54,54） を 掘 削 形 成 し て な り 、
＜ II＞ 　 打 込 み 楔 （ v2） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 側 を 高 く 先 端 部 側 を 低 く し て 上 記 楔 案 内
横 溝 （ 55'） と 同 傾 斜 に す る と と も に 、 そ の 高 さ を 上 記 楔 案 内 横 溝 （ 55'） の 深 さ よ り も 高
く し た 、 該 楔 案 内 横 溝 （ 55'） に 嵌 合 す る 案 内 突 条 （ 55） を 形 成 し て な る 木 造 建 築 物 に お
け る 接 合 連 繋 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 本 発 明 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 は 、 ２ 本 の 梁 部 材 ま た は 桁 部 材
の 互 い の 接 合 端 部 を 接 合 金 具 に 嵌 合 上 載 し 、 そ の 接 合 金 具 の 楔 用 窓 孔 と 各 梁 部 材 ま た は 桁
部 材 の 楔 挿 通 孔 と に 楔 案 内 片 を 装 着 す る と と も に こ れ に 案 内 さ せ て 打 込 み 楔 を 打 ち 込 む こ
と に よ り 、 両 梁 部 材 ま た は 桁 部 材 を 互 い に 近 接 す る 方 向 に 移 動 さ せ 、 両 梁 部 材 ま た は 桁 部
材 を 接 合 連 繋 し て い る 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 に お い て 、
＜ Ｉ ＞ 楔 案 内 片 （ z1,z1） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 側 を 深 く 先 端 部 側 を 浅 く し た 楔 案 内 横
溝 (14)を 掘 削 形 成 す る と と も に 、 そ の 外 面 に 接 合 金 具 （ y） の 楔 用 窓 孔 （ y'） の 孔 縁 に 嵌
合 す る 縦 凹 溝 （ 15） を 掘 削 形 成 し て な り 、
＜ II＞ 　 打 込 み 楔 （ z2,z2） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 側 を 高 く 先 端 部 側 を 低 く し て 上 記 楔
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案 内 横 溝 （ 14） と 同 傾 斜 に す る と と も に 、 そ の 高 さ を 上 記 楔 案 内 横 溝 （ 14） の 深 さ よ り も
高 く し た 、 該 楔 案 内 横 溝 （ 14） に 嵌 合 す る 案 内 突 条 （ 18） を 形 成 し て な る 木 造 建 築 物 に お
け る 接 合 連 繋 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 本 発 明 は 、 上 記 楔 案 内 片 （ d1,d1',d1",h1,m1,r1,v1,z1） が 、 楔 案 内 横
溝 （ 14,34,55'） の 内 奥 面 に 、 そ の 楔 案 内 横 溝 （ 14,34,55'） の 幅 方 向 に 長 い 複 数 の 緩 み 止
め 突 条 （ 14'… … ） を 平 行 に 並 べ た 状 態 で 形 成 し て な り 、 上 記 打 込 み 楔 （ d2,d2',d2",h2,m
2,r2,v2,z2） が 、 案 内 突 条 （ 18,33,55） の 頂 上 面 に 、 複 数 の 緩 み 止 め 突 起 （ 18'… … ） を
千 鳥 状 に 配 置 し て な る 請 求 項 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ま た は ６ 記 載 の 木 造 建 築 物 に お け る 接 合
連 繋 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ８ 記 載 の 本 発 明 は 、 上 記 楔 案 内 片 （ d1,d1',d1",h1,m1,r1,v1,z1） お よ び 打 込 み
楔 （ d2,d2',d2",h2,m2,r2,v2,z2） が 、 そ の 外 面 形 状 を 円 弧 状 に し て い る 請 求 項 １ ， ２ ，
３ ， ４ ， ５ ， ６ ま た は ７ 記 載 の 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ９ 記 載 の 本 発 明 は 、 上 記 楔 案 内 片 （ d1,d1',d1",h1,m1,r1,v1,z1） の 楔 案 内 横 溝
（ 14,34,55'） が 断 面 凸 形 で あ る こ と 、 お よ び 、 打 込 み 楔 （ d2,d2',d2",h2,m2,r2,v2,z2）
の 案 内 突 条 （ 18,33,55） の 断 面 形 状 が 凹 形 で あ る 請 求 項 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ま た
は ８ 記 載 の 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 本 発 明 は 、 上 記 楔 案 内 片 （ d1,d1',d1",h1,m1,r1,v1,z1） の 楔 案 内 横
溝 お よ び 打 込 み 楔 （ d2,d2',d2",h2,m2,r2,v2,z2） の 案 内 突 条 の 断 面 形 状 が 円 弧 状 で あ る
請 求 項 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ま た は ８ 記 載 の 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 で あ
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 従 来 よ り も 必 要 と な る 部 材 数 を 減 ら し て 、 コ ス ト を 低 減 す る と と も に
接 合 連 繋 の 作 業 を 容 易 な も の と す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 柱 に 取 り 付 け た 接 合 金 具 に 梁 ま た は 桁 の 端 部 を 嵌 合 支 持 さ せ 、 そ の 接 合 金 具 の 楔 用 窓 孔
と 梁 ま た は 桁 の 楔 挿 通 孔 と に 楔 案 内 片 を 装 着 す る と と も に 、 こ れ に 案 内 さ せ て 打 込 み 楔 を
打 ち 込 む こ と に よ り 、 梁 ま た は 桁 を 上 記 接 合 金 具 に 対 し て 柱 に 向 け て 移 動 さ せ 、 梁 ま た は
桁 と 柱 と を 接 合 連 繋 し て い る 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 に お い て 、
＜ Ｉ ＞ 楔 案 内 片 （ d1,d1',d1"） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 （ 12） 側 を 深 く 先 端 部 （ 13） 側 を
浅 く し た 楔 案 内 横 溝 (14)を 掘 削 形 成 す る と と も に 、 そ の 外 面 に 接 合 金 具 （ b） の 楔 用 窓 孔
（ b'） の 孔 縁 に 嵌 合 す る 縦 凹 溝 （ 15） を 掘 削 形 成 し て な り 、
＜ II＞ 　 打 込 み 楔 （ d2,d2',d2"） が 、 そ の 内 面 に 、 基 端 部 （ 16） 側 を 高 く 先 端 部 （ 17） 側
を 低 く し て 上 記 楔 案 内 横 溝 （ 14） と 同 傾 斜 に す る と と も に 、 そ の 高 さ を 上 記 楔 案 内 横 溝 （
14） の 深 さ よ り も 高 く し た 、 該 楔 案 内 横 溝 （ 14） に 嵌 合 す る 案 内 突 条 （ 18） を 形 成 し て な
る 木 造 建 築 物 に お け る 接 合 連 繋 構 造 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま ず 本 発 明 の 実 施 例 １ に つ い て 図 １ ～ ７ を 参 照 し な が ら 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 実 施 例 は 柱 と 梁 （ ま た は 桁 ） と の 接 合 連 繋 構 造 に 係 る も の で 、 概 括 的 に は 、 柱 ａ に
取 り 付 け た 接 合 金 具 ｂ に 、 梁 ｃ の 端 部 を 嵌 合 支 持 さ せ 、 そ の 接 合 金 具 ｂ の 楔 用 窓 孔 ｂ ’ と
梁 ｃ の 楔 挿 通 孔 ｃ ’ と に 、 楔 案 内 片 ｄ １ を 装 着 す る と と も に こ れ に 案 内 さ せ て 打 込 み 楔 ｄ
２ を 打 ち 込 む こ と に よ り 、 上 記 接 合 金 具 ｂ を 介 し て 柱 ａ と 梁 cと を 緊 密 に か つ 強 固 に 接 合
連 繋 す る も の で あ る （ 図 １ ） 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 接 合 金 具 ｂ は 、 起 立 板 １ と 底 板 ２ と で Ｌ 形 を な す と と も に 、 そ の 起 立 板 １ の 内 面 と
底 板 ２ の 上 面 と の 間 に 芯 板 ３ を 設 立 固 定 し た も の で 、 そ の 芯 板 ３ の 略 中 央 に 方 形 の 上 記 楔
用 窓 孔 ｂ ’ を 開 設 し て い る 。
　 上 記 芯 板 ３ の 起 立 板 １ 側 の 縁 部 に は 切 欠 き 部 ４ を 設 け る と と も に 、 上 記 起 立 板 １ の 、 該
切 欠 き 部 ４ に 対 応 す る 位 置 に ボ ル ト 挿 通 孔 ５ … … を 開 設 し て い る 。
　 ま た 、 ６ は 上 記 起 立 板 １ の 外 面 上 端 に 突 出 形 成 さ れ た 嵌 合 突 起 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 接 合 金 具 ｂ は 、 柱 ａ の 側 面 所 要 位 置 に 、 予 め 形 成 し て お い た 嵌 合 凹 処 ７ に 上 記 嵌 合
突 起 ６ を 嵌 合 さ せ て 、 ボ ル ト ８ … … と ナ ッ ト ８ ’ … … と に よ り 取 付 け 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 梁 ｃ は 、 そ の 端 部 の 下 面 ｃ １ に 、 接 合 金 具 ｂ の 底 板 ２ を 受 入 す る 、 こ れ と ほ ぼ 同 形
同 大 の 浅 底 凹 処 ９ を 、 ま た 、 端 面 ｃ ２ に 、 接 合 金 具 ｂ の 起 立 板 １ を 受 入 す る こ れ と ほ ぼ 同
形 同 大 の 端 面 凹 処 １ ０ を 掘 削 形 成 し て い る 。 さ ら に 、 こ の 梁 ｃ の 端 部 の 中 央 に は 、 接 合 金
具 ｂ の 芯 板 ３ を 受 入 す る 、 こ れ と ほ ぼ 同 形 同 大 の 嵌 合 縦 溝 １ １ が 、 該 梁 ｃ の 長 軸 線 に 沿 わ
せ て 、 か つ 上 記 浅 底 凹 処 ９ お よ び 端 面 凹 処 １ ０ に 連 通 開 口 す る 状 態 に し て 掘 削 形 成 さ れ て
い る 。
　 ま た 、 こ の 梁 ｃ は 、 そ の 端 部 の 両 側 面 ｃ ３ ， ｃ ４ に 開 口 す る 筒 孔 状 の 楔 挿 通 孔 ｃ ’ を 、
上 記 嵌 合 縦 溝 １ １ を 横 断 す る 状 態 に し て 掘 削 形 成 し て い る 。 そ の 楔 挿 通 孔 ｃ ’ の 開 口 断 面
は 、 上 記 楔 用 窓 孔 ｂ ’ と ほ ぼ 同 形 同 大 の 方 形 の も の で 、 そ の 開 口 高 さ は Ｈ 、 開 口 幅 は Ｗ １
で あ る （ 図 ４ ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 梁 ｃ は 、 柱 ａ に 取 付 け 固 定 さ れ て い る 上 記 接 合 金 具 ｂ に 対 し 、 浅 底 凹 処 ９ を 底 板 ２
に 嵌 合 さ せ る と と も に 嵌 合 縦 溝 １ １ を 芯 板 ３ に 嵌 合 さ せ 、 か つ 、 楔 挿 通 孔 ｃ ’ を 楔 用 窓 孔
ｂ ’ に ほ ぼ 一 致 さ せ た 状 態 で 上 載 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の と き 、 梁 ｃ の 端 面 ｃ ２ は 柱 ａ の 対 向 側 面 と の 間 に 隙 間 Ｆ １ を 、 端 面 凹 処 １ ０ の 内 奥
面 は 接 合 金 具 ｂ の 起 立 板 １ の 内 面 と の 間 に 隙 間 Ｆ ２ を 空 け 、 ま た 、 嵌 合 縦 溝 １ １ と 浅 底 凹
処 ９ の 内 奥 面 は 、 そ れ ぞ れ 芯 板 ３ と 底 板 ２ の 後 端 と の 間 に Ｆ ３ ， Ｆ ４ を 空 け た 状 態 と な る
（ 図 ２ ） 。
　 ま た 、 上 記 の 通 り 楔 挿 通 孔 ｃ ’ と 楔 用 窓 孔 ｂ ’ と は ほ ぼ 一 致 し た 状 態 と な っ て お り 、 接
合 金 具 ｂ の 楔 用 窓 孔 ｂ ’ の 柱 ａ か ら 遠 い 側 の 孔 縁 ｂ ’ １ は 、 梁 ｃ の 楔 挿 通 孔 ｃ ’ 内 に 少 し
突 出 し 、 反 対 に 柱 ａ に 近 い 側 の 孔 縁 ｂ ’ ２ は 、 楔 挿 通 孔 ｃ ’ 外 に 位 置 す る 状 態 と な る （ 図
２ ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 ほ ぼ 一 致 し た 状 態 の 上 記 楔 用 窓 孔 ｂ ’ と 楔 挿 通 孔 ｃ ’ と に 、 楔 案 内 片 ｄ １ を 装 着
す る と と も に 打 込 み 楔 ｄ ２ を 打 ち 込 む の で あ る が 、 こ れ ら 楔 案 内 片 ｄ １ と 打 込 み 楔 ｄ ２ は
以 下 の よ う な も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 楔 案 内 片 ｄ １ は 、 長 さ Ｌ を 梁 ｃ の 太 さ 、 す な わ ち 両 側 面 ｃ ３ ， ｃ ４ 間 の 幅 員 と ほ ぼ
同 じ に し 、 高 さ を 楔 用 窓 孔 ｂ ’ お よ び 楔 挿 通 孔 ｃ ’ の 高 さ と ほ ぼ 同 じ Ｈ と し 、 幅 Ｗ ２ を 高
さ Ｈ の ほ ぼ ２ 分 の １ と し た 直 方 体 を な す 、 鉄 等 の 金 属 製 の も の で あ る 。
　 そ の 内 面 に は 基 端 部 １ ２ 側 を 深 く 、 先 端 部 １ ３ 側 を 浅 く し た 断 面 凹 形 の 楔 案 内 横 溝 １ ４
が 掘 削 形 成 さ れ 、 外 面 の 長 手 方 向 中 央 に は 縦 凹 溝 １ ５ が 掘 削 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 打 込 み 楔 ｄ ２ は 、 長 さ Ｌ お よ び 高 さ を Ｈ を 楔 案 内 片 ｄ １ と 同 じ く し 、 幅 を 楔 案 内 片
の 幅 Ｗ ２ と ほ ぼ 同 じ Ｗ ３ に し た 直 方 体 を な す 、 鉄 等 の 金 属 製 の も の で 、 そ の 内 面 に は 基 端
部 １ ６ 側 を 高 く 、 先 端 部 １ ７ 側 を 低 く く し て 上 記 楔 案 内 横 溝 １ ４ と 同 傾 斜 に し た 、 該 楔 案
内 横 溝 １ ４ に 嵌 合 す る 断 面 凸 形 の 案 内 突 条 １ ８ が 形 成 さ れ て い る 。
　 こ の 案 内 突 条 １ ８ の 高 さ は 、 上 記 楔 案 内 横 溝 １ ４ の 深 さ よ り も Δ ｘ だ け 高 く な っ て い る
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（ 図 ３ ， 図 ４ ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 梁 ｃ の 楔 挿 通 孔 ｃ ’ の 幅 Ｗ １ と 、 楔 案 内 片 ｄ １ お よ び 打 込 み 楔 ｄ ２ の 幅 Ｗ ２ ， Ｗ
３ と の 関 係 は 、 Ｗ １ ＞ Ｗ ２ ＋ Ｗ ３ と な っ て い る （ 図 ２ ， ３ ， ４ ） 。
　 ま た 、 案 内 突 条 １ ８ の 高 さ と 楔 案 内 横 溝 １ ４ の 深 さ の 差 で あ る 上 記 Δ ｘ は 、 Δ ｘ ≧ Ｗ １
－ （ Ｗ ２ ＋ Ｗ ３ ） と い う 関 係 に な る よ う 設 定 さ れ る （ 図 ３ ， ４ 参 照 ） が 、 柱 ａ と 梁 ｃ と の
接 合 を 強 固 に す る た め に は 、 Δ ｘ ＞ Ｗ １ － （ Ｗ ２ ＋ Ｗ ３ ） と い う 関 係 に な る よ う 設 定 す る
の が よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 楔 案 内 片 ｄ １ の 装 着 は 、 該 楔 案 内 片 ｄ １ を 上 記 楔 挿 通 孔 ｃ ’ お よ び 楔 用 窓 孔 ｂ ’ 内
に 挿 入 し て 、 上 記 縦 凹 溝 １ ５ を 接 合 金 具 ｂ の 芯 板 ３ の 楔 用 窓 孔 ｂ ’ の 孔 縁 ｂ ’ １ （ 前 記 の
よ う に 梁 ｃ の 楔 挿 通 孔 ｃ ’ 内 に 少 し 突 出 し て い る ） に 嵌 合 さ せ る こ と に よ り 行 う （ 図 ２ ）
。
　 こ の 楔 案 内 片 ｄ １ の 装 着 後 、 打 込 み 楔 ｄ ２ を 、 楔 挿 通 孔 ｃ ’ お よ び 楔 用 窓 孔 ｂ ’ 内 に 、
上 記 楔 案 内 片 ｄ １ の 基 端 側 か ら 、 上 記 案 内 突 条 １ ８ を 上 記 楔 案 内 横 溝 １ ４ に 案 内 さ せ な が
ら 打 ち 込 む 。
　 そ の 打 込 み に 伴 い 、 楔 案 内 片 ｄ １ の 楔 案 内 横 溝 １ ４ の 内 奥 面 と 後 者 の 案 内 突 条 １ ８ の 頂
上 面 と が 摺 設 す る の で 、 打 込 み を 完 了 す る こ と に よ り 両 者 の 外 面 間 の 幅 は 、 Ｗ ２ ＋ Ｗ ３ ＋
Δ ｘ ま で 、 す な わ ち 梁 ｃ の 楔 挿 通 孔 ｃ ’ の 幅 Ｗ １ と 少 な く と も 同 じ か あ る い は こ れ 以 上 ま
で 広 が る （ 図 ３ ） 。
　 し た が っ て 、 打 込 み 楔 ｄ ２ の 打 込 み に よ り 、 梁 ｃ 全 体 が 、 接 合 金 具 ｂ の 芯 板 ３ に 沿 い 柱
ａ に 向 か っ て 、 上 記 隙 間 Ｆ １ ～ Ｆ ４ を 縮 小 し な が ら 徐 々 に 前 進 移 動 し 、 つ い に は 端 面 ｃ ２
を 柱 ａ の 側 面 に 圧 接 す る の で 、 梁 ｃ と 柱 ａ と を 緊 密 か つ 強 固 に 接 合 連 繋 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 例 の 接 合 連 繋 構 造 は 、 一 対 の 楔 案 内 片 と そ れ ら の 間 に 打 ち 込 む 打 込
み 楔 を 用 い て い た よ う な 従 来 の 接 合 連 繋 構 造 よ り も 、 部 材 数 を 減 ら し て い る の で 、 接 合 連
繋 の 作 業 が 容 易 で 、 し か も コ ス ト を 低 減 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 こ の 打 込 み に よ っ て 梁 ｃ の 楔 挿 通 孔 ｃ ’ の 内 面 に 食 い 込 み や 変 形 が 生 じ て し ま う
お そ れ が あ る よ う な 場 合 に は 、 予 め こ れ を 防 ぐ た め の 所 要 の 処 理 を し て お く の が 好 ま し い
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ６ (a)は 、 楔 案 内 片 お よ び 打 込 み 楔 の 第 １ 変 形 例 を 示 し た も の で あ る 。
　 上 記 楔 案 内 片 ｄ １ と 、 第 １ 変 形 例 に 係 る 楔 案 内 片 ｄ １ ’ （ 上 記 楔 案 内 片 ｄ １ と 同 一 の 部
分 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し た 。 ） と は 、 楔 案 内 横 溝 １ ４ の 内 奥 面 の 基 端 部 １ ２ 側 に 、
そ の 楔 案 内 横 溝 １ ４ の 幅 方 向 に 長 い 複 数 の 緩 み 止 め 突 条 １ ４ ’ … … を 平 行 に 並 べ た 状 態 で
形 成 し て い る 点 だ け を 異 に す る も の で あ る 。
　 こ の 緩 み 止 め 突 条 １ ４ ’ は 縦 断 面 半 円 形 を な し て い る も の で あ る （ 図 ６ (b))
。 ま た 、 そ の 各 緩 み 止 め 突 条 １ ４ ’ の 間 隔 は た と え ば ２ mm間 隔 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 上 記 打 込 み 楔 ｄ ２ と 、 第 １ 変 形 例 に 係 る 打 込 み 楔 ｄ ２ ’ （ 上 記 打 込 み 楔 ｄ ２ と 同
一 の 部 分 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し た 。 ） と は 、 案 内 突 条 １ ８ の 頂 上 面 の 基 端 部 １ ６ 側
に 、 複 数 の 緩 み 止 め 突 起 １ ８ ’ … … を 突 設 し て い る 点 だ け を 異 に す る も の で あ る （ 図 ６ (a
） ） 。
　 こ の 緩 み 止 め 突 起 １ ８ ’ … … の 形 状 は 、 同 図 (b)に 示 し た よ う に 、 該 打 込 み 楔 ｄ ２ ’ の
先 端 部 １ ７ の 側 を 斜 面 １ ８ ’ ａ と し 、 基 端 部 １ ６ の 側 を 垂 直 面 １ ８ ’ ｂ と し た 縦 断 面 直 角
三 角 形 を な し て い る 。
　 ま た 、 こ の 緩 み 止 め 突 起 １ ８ ’ … … は 千 鳥 状 に 配 置 さ れ て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 該 打
ち 込 み 楔 ｄ ２ ’ の 高 さ Ｈ 方 向 に は そ れ ぞ れ 位 置 を ず ら し て あ る と と も に 、 該 打 ち 込 み 楔 ｄ
２ ’ の 長 さ Ｌ 方 向 に は 、 上 記 緩 み 止 め 突 条 １ ４ ’ の 間 隔 に 対 応 さ せ て ２ mmの 間 隔 を 空 け て
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あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ れ ら 楔 案 内 片 ｄ １ ’ と 打 込 み 楔 ｄ ２ ’ と は 、 上 記 楔 案 内 片 ｄ １ お よ び 打 ち 込 み 楔 ｄ ２
と 同 じ よ う に 、 す な わ ち 梁 ｃ を 、 柱 ａ に 取 付 け 固 定 さ れ て い る 上 記 接 合 金 具 ｂ に 上 載 支 持
さ せ て 、 ほ ぼ 一 致 さ せ た 状 態 の 上 記 楔 用 窓 孔 ｂ ’ と 楔 挿 通 孔 ｃ ’ と に 装 着 さ れ 、 ま た 、 打
ち 込 ま れ る が 、 そ の 打 込 み が 完 了 す る こ と に よ り 、 互 い の 、 対 向 す る 緩 み 止 め 突 条 １ ４ ’
… … と 緩 み 止 め 突 起 １ ８ ’ … … と が 噛 み 合 う （ 図 ６ (b)） 。
　 し た が っ て 、 一 旦 打 ち こ ま れ た 打 込 み 楔 ｄ ２ ’ が 抜 け づ ら く 、 柱 ａ と 梁 ｃ と の 接 合 が 容
易 に 緩 ん で し ま う よ う な こ と が な い 。
　 な お 、 打 込 み に よ っ て 、 緩 み 止 め 突 起 １ ８ ’ … … が 緩 み 止 め 突 条 １ ４ ’ … … を 乗 り 越 え
る 際 、 該 緩 み 止 め 突 条 １ ４ ’ … … が 削 ら れ て し ま う こ と が あ る が 、 上 記 緩 み 止 め 突 起 １ ８
’ は 上 記 の 通 り 千 鳥 状 に 配 置 し て あ る か ら 、 各 緩 み 止 め 突 起 １ ８ ’ … … が 緩 み 止 め 突 条 １
４ ’ の 同 一 の 部 分 を 削 っ て し ま う こ と が な い 。 こ の た め 、 緩 み 止 め 突 条 １ ４ ’ … … の 特 定
部 分 が 削 ら れ て し ま う こ と で 打 込 み 楔 ｄ ２ ’ が 緩 み 易 く な っ て し ま う こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ７ は 、 楔 案 内 片 お よ び 打 込 み 楔 の 第 ２ 変 形 例 を 示 し た も の で あ る 。
　 こ れ ら 楔 案 内 片 ｄ １ ” お よ び 打 込 み 楔 ｄ ２ ” は 、 そ の 外 面 形 状 を 円 弧 状 に し 、 ま た 、 楔
案 内 横 溝 １ ４ ” と 案 内 突 条 １ ８ ” の 断 面 形 状 を 円 弧 状 に し た 点 を 、 上 記 楔 案 内 片 ｄ １ お よ
び 打 込 み 楔 ｄ ２ と 異 に す る だ け で あ る の で 、 同 一 の 部 分 に 同 一 の 符 号 を 付 す こ と と し 、 詳
細 な 説 明 は 省 略 す る 。
　 こ の 楔 案 内 片 ｄ １ ” お よ び 打 込 み 楔 ｄ ２ ” を 用 い る 場 合 は 、 上 記 接 合 金 具 ｂ の 楔 用 窓 孔
ｂ ’ お よ び 梁 ｃ の 楔 挿 通 孔 ｃ ’ の 形 状 も 対 応 す る 形 状 に 変 更 す れ ば よ い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 ２ に つ い て 図 ８ ～ １ ０ を 参 照 し な が ら 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 例 の 接 合 連 繋 構 造 は 、 実 施 例 １ と 同 じ く 、 柱 と 梁 と を 連 繋 接 合 す る も の で あ る が
、 接 合 金 具 等 の 形 状 お よ び 楔 案 内 片 お よ び 打 込 み 楔 の 数 が 異 な り 、 具 体 的 に は 、 柱 ｅ に 取
り 付 け た 接 合 金 具 ｆ に 、 梁 ｇ の 端 部 を 嵌 合 支 持 さ せ 、 そ の 接 合 金 具 ｆ の 楔 用 窓 孔 ｆ ’ … …
と 梁 ｇ の 楔 挿 通 孔 ｇ ’ … … と に 、 複 数 の 楔 案 内 片 ｈ １ … … を 装 着 す る と と も に こ れ ら に 案
内 さ せ て 複 数 の 打 込 み 楔 ｈ ２ … … を 打 ち 込 む こ と に よ り 、 上 記 接 合 金 具 ｆ を 介 し て 柱 ｅ と
梁 ｇ と を 緊 密 に か つ 強 固 に 接 合 連 繋 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 接 合 金 具 ｆ は 、 長 方 形 状 の 底 板 ２ １ の 一 側 の 短 辺 縁 を 除 く ３ 辺 縁 、 す な わ ち 他 側 の
短 辺 縁 と 両 側 の 長 辺 縁 に 、 起 立 板 ２ ２ と 芯 板 ２ ３ ， ２ ３ を 設 立 し て 、 上 記 一 側 の 短 辺 縁 側
面 と 上 面 と を 開 口 さ せ た 一 体 の 函 形 を な し て い る 。 そ の 芯 板 ２ ３ ， ２ ３ に は 、 互 い の 対 向
位 置 に ３ つ ず つ の 楔 用 窓 孔 ｆ ’ … … を 開 設 し て い る 。
　 ま た 、 上 記 起 立 板 ２ ２ の 外 面 上 端 に は 、 嵌 合 突 起 ２ ４ が 突 出 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 接 合 金 具 ｆ は 、 柱 ｅ の 側 面 所 要 位 置 に 、 嵌 合 凹 処 ２ ５ に 上 記 嵌 合 突 起 ２ ４ を 嵌 合 さ
せ て 、 ボ ル ト ２ ６ … … お よ び ナ ッ ト ２ ７ … … に よ り 取 付 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 記 梁 ｇ は 、 そ の 端 部 に 、 上 記 接 合 金 具 ｆ の 形 態 と ほ ぼ 同 形 の 嵌 合 空 処 ２ ８ を 形 成 し て
い る 。 こ の 嵌 合 空 処 ２ ８ は 、 上 記 の よ う に し て 柱 ｅ に 取 付 け 固 定 し た 接 合 金 具 ｆ に 嵌 合 す
る も の で 、 梁 ｇ の 接 合 端 面 と 底 面 に 開 口 さ せ て 設 け ら れ か つ 上 記 底 板 ２ １ を 受 入 す る 所 要
の 大 き さ と 形 状 に し た 扁 平 空 処 ２ ９ と 、 上 記 接 合 端 面 と 上 面 に 開 口 し て い て 起 立 板 ２ ２ と
ボ ル ト ２ ６ の 頭 端 を 受 入 す る 端 面 凹 処 ３ ０ と 、 上 記 芯 板 ２ ３ ， ２ ３ を 受 入 し 上 面 に 開 口 す
る 嵌 合 縦 溝 ３ １ ， ３ １ と を 互 い に 連 続 形 成 し て な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 楔 挿 通 孔 ｇ ’ … … は 、 梁 ｇ の 左 右 側 面 に 開 口 さ せ て 、 す な わ ち 嵌 合 縦 溝 ３ １ ， ３ １
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を 横 断 す る 状 態 に し て 貫 通 形 成 さ れ た も の で 、 そ れ は 、 上 記 接 合 金 具 ｆ の 各 楔 用 窓 孔 ｆ ’
… … と 対 応 す る 位 置 に 該 楔 用 窓 孔 ｆ ’ … … と 同 じ 大 き さ に し て ３ つ 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 梁 ｇ は 、 柱 ｅ に 取 付 け 固 定 さ れ て い る 上 記 接 合 金 具 ｆ に 対 し 、 扁 平 空 処 ２ ９ を 底 板
２ １ に 嵌 合 さ せ る と と も に 嵌 合 縦 溝 ３ １ ， ３ １ を 芯 板 ２ ３ ， ２ ３ に 嵌 合 さ せ 、 か つ 、 楔 挿
通 孔 ｇ ’ … … を 楔 用 窓 孔 ｆ ’ … … に ほ ぼ 一 致 さ せ た 状 態 で 上 載 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の と き 、 梁 ｇ の 端 面 は 柱 ｅ の 対 向 側 面 と の 間 に 隙 間 を 空 け 、 ま た 、 嵌 合 縦 溝 ３ １ ， ３
１ の 内 奥 面 は 芯 板 ２ ３ ， ２ ３ の 後 端 と の 間 に 隙 間 を 空 け 、 さ ら に 、 浅 底 凹 処 ２ ９ の 内 奥 面
は 、 底 板 ２ １ の 後 端 と の 間 に 隙 間 を 空 け た 状 態 と な る （ 図 ９ ） 。
　 ま た 、 上 記 の 通 り 楔 挿 通 孔 ｇ ’ と 楔 用 窓 孔 ｆ ’ と は ほ ぼ 一 致 し た 状 態 と な っ て い る が 、
接 合 金 具 ｆ の 楔 用 窓 孔 ｆ ’ の 柱 ｅ か ら 遠 い 側 の 孔 縁 は 、 梁 ｇ の 楔 挿 通 孔 ｇ ’ 内 に 少 し 突 出
し 、 反 対 に 柱 ｅ に 近 い 側 の 孔 縁 は 、 楔 挿 通 孔 ｇ ’ 外 に 位 置 す る 状 態 と な る （ 図 ９ ） 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 に 、 ほ ぼ 一 致 し た 状 態 の 上 記 楔 用 窓 孔 ｆ ’ と 楔 挿 通 孔 ｇ ’ と に 、 上 記 楔 案 内 片 ｈ １ を
装 着 す る と と も に 上 記 打 込 み 楔 ｈ ２ を 打 ち 込 む 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 そ の 楔 案 内 片 ｈ １ … … は 、 実 施 例 １ の 楔 案 内 片 ｄ １ と ほ ぼ 同 じ 構 造 を な す も の で あ る が
、 そ の 外 面 に ２ つ の 縦 凹 溝 ３ ２ ， ３ ２ を 掘 設 形 成 し て い る 点 の み に お い て 、 縦 凹 溝 １ ５ を
１ つ し か 有 し な い 上 記 楔 案 内 片 ｄ １ と は 異 な る （ 図 １ １ ） 。
　 そ の 縦 凹 溝 ３ ２ ， ３ ２ の 間 隔 は 、 上 記 接 合 金 具 ｆ の 芯 板 ２ ３ ， ２ ３ の 間 隔 と 一 致 さ せ て
あ る 。
　 ま た 、 上 記 打 込 み 楔 ｈ ２ … … は 、 実 施 例 １ の 打 込 み 楔 ｄ ２ と 同 構 造 の も の で あ る （ 図 １
１ ） 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 記 縦 凹 溝 ３ ２ ， ３ ２ を 接 合 金 具 ｆ の 芯 板 ２ ３ ， ２ ３ の 楔 用 窓 孔 ｆ ’ ， ｆ ’ の 柱 ｅ か ら
遠 い 側 の 孔 縁 に 嵌 合 さ せ る こ と に よ っ て 楔 案 内 片 ｈ １ … … を 装 着 し た 後 （ 図 ９ ） 、 打 込 み
楔 ｈ ２ … … を 、 楔 用 窓 孔 ｆ ’ お よ び 楔 挿 通 孔 ｇ ’ 内 に 、 上 記 楔 案 内 片 ｈ １ … … の 基 端 側 か
ら 、 該 打 込 み 楔 ｈ ２ … … の 案 内 突 条 ３ ３ を 該 楔 案 内 片 ｈ １ … … の 楔 案 内 横 溝 ３ ４ に 案 内 さ
せ な が ら 打 ち 込 む 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 梁 ｇ 全 体 が 、 接 合 金 具 ｆ の 芯 板 ２ ３ ， ２ ３ に 沿 い 柱 ｅ に 向 か っ て 、 上 記 隙
間 を 縮 小 し な が ら 徐 々 に 前 進 移 動 し 、 つ い に は 端 面 を 柱 ｅ の 側 面 に 圧 接 す る 。
　 し た が っ て 、 梁 ｇ と 柱 ｅ と を 緊 密 か つ 強 固 に 接 合 連 繋 で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 ３ に つ い て 図 １ ２ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 実 施 例 の 接 合 連 繋 構 造 は 、 土 台 ｉ に 取 り 付 け た 接 合 金 具 ｊ に 、 柱 ｋ の 下 端 部 を 嵌 合 支
持 さ せ 、 そ の 接 合 金 具 ｊ の 楔 用 窓 孔 ｊ ’ ， ｊ ’ と 柱 ｋ の 楔 挿 通 孔 ｋ ’ と に 、 楔 案 内 片 ｍ １
を 装 着 す る と と も に こ れ に 案 内 さ せ て 打 込 み 楔 ｍ ２ を 打 ち 込 む こ と に よ り 、 上 記 接 合 金 具
ｊ を 介 し て 土 台 ｉ と 柱 ｋ と を 緊 密 か つ 強 固 に 接 合 連 繋 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 上 記 接 合 金 具 ｊ は 、 柱 ｋ の 下 面 と 同 じ 大 き さ と 形 状 で あ っ て か つ 土 台 ｉ と 同 じ 幅 員 を 有
す る 方 形 の 基 板 ３ ５ の 上 面 中 央 に 断 面 正 方 形 の 筒 体 ３ ６ を 設 立 し て な る も の で あ る 。 上 記
楔 用 窓 孔 ｊ ’ ， ｊ ’ は 、 こ の 筒 体 ３ ６ の 対 向 壁 面 に 開 設 さ れ て い る 。
　 こ の 接 合 金 具 ｊ は 、 ア ン カ ー ボ ル ト に よ っ て 土 台 ｉ 上 に 緊 締 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 上 記 柱 ｋ は 、 下 端 部 の 中 央 に 、 接 合 金 具 ｊ の 筒 体 ３ ６ を 受 入 す る 嵌 合 空 処 ３ ７ を 該 柱 ｋ
の 下 面 に 開 口 さ せ て 掘 削 形 成 し て お り 、 上 記 楔 挿 通 孔 ｋ ’ は 、 柱 ｋ の 対 向 す る 側 面 に 両 端
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を 開 口 さ せ て 、 し か も 、 嵌 合 空 処 ３ ７ を 横 断 す る 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 上 記 楔 案 内 片 ｍ １ は 、 実 施 例 ２ の 楔 案 内 片 ｈ １ と 同 構 造 の も の で （ 同 一 部 分 に 同 一 符 号
を 付 し た 。 ） 、 そ の 縦 凹 溝 ３ ２ ， ３ ２ は 、 接 合 金 具 ｊ の 筒 体 ３ ６ の 対 向 す る 壁 に 開 設 さ れ
て い る 楔 用 窓 孔 ｊ ’ ， ｊ ’ の 縁 部 に 嵌 合 す る よ う に な っ て い る 。
　 ま た 、 上 記 打 込 み 楔 ｍ ２ は 、 実 施 例 １ の 打 込 み 楔 ｄ ２ （ お よ び 実 施 例 ２ の 打 込 み 楔 ｈ ２
） と 同 構 造 の も の で あ る （ 同 一 部 分 に 同 一 符 号 を 付 し た 。 ） 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 柱 ｋ の 土 台 ｉ へ の 接 合 連 繋 は 、 次 の よ う に し て 行 わ れ る 。
　 柱 ｋ の 下 端 部 を 、 土 台 ｉ に 前 記 の よ う に し て 緊 締 固 着 し て あ る 接 合 金 具 ｊ の 上 方 に 支 持
し 、 嵌 合 空 処 ３ ７ を 筒 体 ３ ６ に 嵌 合 さ せ な が ら 降 ろ し 、 楔 挿 通 孔 ｋ ’ を 楔 用 窓 孔 ｊ ’ ， ｊ
’ に 対 応 さ せ る 。
　 続 い て 、 対 応 し た 上 記 楔 挿 通 孔 ｋ ’ と 楔 用 窓 孔 ｊ ’ ， ｊ ’ と に 楔 案 内 片 ｍ １ を 挿 通 し て
、 そ の 縦 凹 溝 ３ ２ ， ３ ２ を 筒 体 ３ ６ の 楔 用 窓 孔 ｊ ’ ， ｊ ’ の 孔 縁 に 嵌 合 さ せ る 。
　 そ の 後 、 打 込 み 楔 ｍ ２ を 、 該 打 込 み 楔 ｍ ２ の 案 内 突 条 ３ ３ を 楔 案 内 片 ｍ １ の 楔 案 内 横 溝
３ ４ に 案 内 さ せ な が ら 打 ち 込 む 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 柱 ｋ 全 体 が 、 接 合 金 具 ｊ の 筒 体 ３ ６ に 沿 い 土 台 ｉ に 向 か っ て 下 降 移 動 し 、
つ い に は 端 面 を 土 台 ｉ の 上 面 （ 接 合 金 具 ｊ の 基 板 ３ ５ ） に 圧 接 す る 。
　 し た が っ て 、 柱 ｋ と 土 台 ｉ と を 緊 密 か つ 強 固 に 接 合 連 繋 で き る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 ４ に つ い て 図 １ ３ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 実 施 例 は ２ 本 の 梁 部 材 （ ま た は 桁 部 材 ） を 互 い に 接 合 し て な る 梁 長 尺 材 （ ま た は 桁 長
尺 材 ） の 接 合 構 造 に 関 す る も の で 、 ２ 本 の 梁 部 材 ｎ ， ｐ の 、 互 い の 接 合 端 部 に 接 合 金 具 ｑ
を 差 込 み 装 着 す る と と も に 、 そ の 梁 部 材 ｎ ， ｐ の 楔 挿 通 孔 ｎ ’ ， ｎ ” ， ｐ ’ ， ｐ ” と 接 合
金 具 ｑ の 楔 用 窓 孔 ｑ ’ … … ， ｑ ” … … と に 、 楔 案 内 片 ｒ １ … … を 装 着 す る と と も に 、 こ れ
に 案 内 さ せ て 打 込 み 楔 ｒ ２ … … を 打 ち 込 む こ と に よ り 、 上 記 接 合 金 具 ｑ を 介 し て 両 梁 部 材
ｎ ， ｐ を 緊 密 か つ 強 固 に 接 合 連 繋 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 上 記 接 合 金 具 ｑ は 、 鋼 材 製 で 断 面 正 方 形 の 筒 体 ４ １ の 中 央 の 、 所 要 の 間 隔 を お い た 両 側
各 位 置 の 、 互 い に 対 向 す る 面 に 楔 用 窓 孔 ｑ ’ … … を 開 設 し 、 ま た 、 そ れ ら の 外 方 で 上 記 の
楔 用 窓 孔 ｐ ’ … …  を 開 設 し て い な い 残 り の 対 向 面 に 楔 用 窓 孔 ｑ ” … …  を 開 設 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 梁 部 材 ｎ ， ｐ は 、 そ の 材 軸 に 沿 い か つ 接 合 端 面 に 開 口 す る 断 面 正 方 形 状 の 嵌 合 空 処 ４ ２
， ４ ３ を 掘 削 形 成 し て い る 。 こ れ ら 嵌 合 空 処 ４ ２ ， ４ ３ の 深 さ は 接 合 金 具 ｑ の ほ ぼ 半 分 の
長 さ を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 上 記 楔 挿 通 孔 ｎ ’ ， ｐ ’ は 、 梁 部 材 ｎ ， ｐ の 接 合 端 面 か ら 所 要 の 間 隔 を お い た 位 置 に 、
材 軸 に 直 交 さ せ て 、 す な わ ち 、 嵌 合 空 処 ４ ２ ， ４ ３ を 横 断 す る 状 態 で 貫 通 形 成 さ れ て お り
、 そ の 両 端 を 梁 部 材 ｎ ， ｐ の 対 向 す る 側 面 に 開 口 さ せ て い る 。
　 ま た 上 記 楔 挿 通 孔 ｎ ” ， ｐ ” は 、 上 記 楔 挿 通 孔 ｎ ’ ， ｐ ’ か ら 所 要 の 間 隔 を お い た 位 置
に 嵌 合 空 処 ４ ２ ， ４ ３ を 横 断 す る 状 態 で 貫 通 形 成 さ れ 、 材 軸 に 直 交 さ せ て 、 上 記 楔 挿 通 孔
ｎ ’ ， ｐ ’ が 開 口 し て い な い 残 り の 対 向 ２ 側 面 に 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 上 記 楔 挿 通 孔 ｎ ’ ， ｐ ’ は 、 上 記 接 合 金 具 ｑ の 楔 用 窓 孔 ｑ ’ と 、 ま た 、 上 記 楔 挿 通 孔 ｎ
” ， ｐ ” は 、 上 記 接 合 金 具 ｑ の 楔 用 窓 孔 ｑ ” と 対 応 す る 位 置 に 、 そ れ ら と ほ ぼ 同 じ 大 き さ
に し て 設 け ら れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
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　 上 記 楔 案 内 片 ｒ １ … … お よ び 打 込 み 楔 ｒ ２ … … は 、 実 施 例 ２ の 楔 案 内 片 ｈ １ お よ び 打 込
み 楔 ｈ ２ と そ れ ぞ れ 同 構 造 の も の で （ 同 一 部 分 に 同 一 符 号 を 付 し た 。 ） 、 そ の 楔 案 内 片 ｒ
１ の 縦 凹 溝 ３ ２ ， ３ ２ は 、 接 合 金 具 ｑ の 楔 用 窓 孔 ｑ ’ ， ｑ ’ ま た は ｑ ” ， ｑ ” の 縁 部 に 嵌
合 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 梁 部 材 ｎ ， ｐ の 接 合 は 、 次 の よ う に し て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま ず 、 梁 部 材 ｎ ， ｐ の 嵌 合 空 処 ４ ２ ， ４ ３ を 接 合 金 具 ｑ の 両 側 半 部 に 嵌 合 し 、 楔 挿 通 孔
ｎ ’ ， ｎ ” ， ｐ ’ ， ｐ ” を 楔 用 窓 孔 ｑ ’ ， ｑ ” に 対 応 さ せ る 。
　 そ し て 、 対 応 し た 上 記 各 楔 挿 通 孔 ｎ ’ ， ｎ ” ， ｐ ’ ， ｐ ” と 各 楔 用 窓 孔 ｑ ’ ， ｑ ” と に
、 楔 案 内 片 ｒ １ … … を 挿 通 し て 、 そ の 縦 凹 溝 ３ ２ ， ３ ２ を 接 合 金 具 ｑ の 楔 用 窓 孔 ｑ ’ ， ｑ
” の 孔 縁 に 嵌 合 さ せ る 。
　 そ の 後 、 打 込 み 楔 ｒ ２ … … を 、 該 打 込 み 楔 ｒ ２ の 案 内 突 条 ３ ３ を 楔 案 内 片 ｒ １ の 楔 案 内
横 溝 ３ ４ に 案 内 さ せ な が ら 打 ち 込 む 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 梁 部 材 ｎ ， ｐ は 、 接 合 金 具 ｑ に 沿 い 互 い に 近 接 す る 方 向 に 移 動 し 、 つ い に
は 接 合 端 面 を 圧 接 す る 。
　 し た が っ て 、 梁 部 材 ｎ と ｑ と を 緊 密 か つ 強 固 に 接 合 連 繋 で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 な お 、 こ こ で は 、 梁 部 材 ｎ ， ｐ の 嵌 合 凹 処 ４ ２ ， ４ ３ お よ び 接 合 金 具 ｑ の 断 面 形 状 を 方
形 と し た が 、 後 記 の 実 施 例 ５ の よ う に 、 断 面 円 形 等 に し て も よ い 。
　 そ の 場 合 に は 、 楔 案 内 片 の 縦 凹 溝 の 形 状 を 適 宜 変 形 す れ ば よ い 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 ５ に つ い て 図 １ ４ ， １ ５ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 本 実 施 例 は 、 ２ 本 の 柱 部 材 を 互 い に 接 合 し て な る 柱 長 尺 材 の 接 合 構 造 に 関 す る も の で 、
上 側 の 柱 部 材 ｓ の 下 端 部 と 、 そ の 下 側 に 接 合 さ れ る 柱 部 材 ｔ の 上 端 部 に 接 合 金 具 ｕ を 差 し
込 ん で 取 り 付 け る と と も に 、 そ の 柱 部 材 ｓ ， ｔ の 楔 挿 通 孔 ｓ ’ ， ｓ ” ， ｔ ’ ， ｔ ” と 接 合
金 具 ｕ の 楔 用 窓 孔 ｕ ’ … … ， ｕ ” … … と に 、 楔 案 内 片 ｖ １ … … を 装 着 す る と と も に こ れ に
案 内 さ せ て 打 込 み 楔 ｖ ２ … … を 打 ち 込 む こ と に よ り 、 上 記 接 合 金 具 ｕ を 介 し て 上 下 の 柱 部
材 ｓ ， ｔ を 緊 密 か つ 強 固 に 接 合 連 繋 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 上 記 接 合 金 具 ｕ は 、 鋼 材 製 で 断 面 円 形 の 筒 体 ５ １ の 中 央 の 、 所 要 の 間 隔 を お い た 両 側 各
位 置 の 、 そ の 周 壁 の 対 向 位 置 に 楔 用 窓 孔 ｕ ’ … … を 開 設 し 、 ま た 、 そ れ ら の 外 方 で 上 記 楔
用 窓 孔 ｕ ’ … … か ら 90° ず ら し た 位 置 に 楔 用 窓 孔 ｕ ” … …  を 開 設 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 上 記 柱 部 材 ｓ は 、 そ の 接 合 端 面 す な わ ち 下 端 面 に 開 口 す る 断 面 円 形 の 嵌 合 空 処 ５ ２ を 、
そ の 材 軸 に 沿 っ て 掘 削 形 成 し て お り 、 ま た 、 上 記 柱 部 材 ｔ は 、 上 記 柱 部 材 ｓ と の 接 合 端 面
、 す な わ ち そ の 上 端 面 に 開 口 す る 断 面 円 形 の 嵌 合 空 処 ５ ３ を 、 そ の 材 軸 に 沿 っ て 掘 削 形 成
し て い る 。
　 こ れ ら 嵌 合 空 処 ５ ２ ， ５ ３ の 深 さ は 上 記 接 合 金 具 ｕ の ほ ぼ 半 分 の 長 さ を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 上 記 楔 挿 通 孔 ｓ ’ ， ｔ ’ は 、 柱 部 材 ｓ ， ｔ の 接 合 端 面 か ら 所 要 の 間 隔 を お い た 位 置 に 、
材 軸 に 直 交 さ せ て 、 す な わ ち 、 嵌 合 空 処 ５ ２ ， ５ ３ を 横 断 す る 状 態 で 貫 通 形 成 さ れ て お り
、 そ の 両 端 を 柱 部 材 ｓ ， ｔ の 対 向 す る 側 面 に 開 口 さ せ て い る 。
　 ま た 上 記 楔 挿 通 孔 ｓ ” ， ｔ ” は 、 上 記 楔 挿 通 孔 ｓ ’ ， ｔ ’ か ら 所 要 の 間 隔 を お い た 位 置
に 嵌 合 空 処 ５ ２ ， ５ ３ を 横 断 す る 状 態 で 上 記 楔 挿 通 孔 ｓ ’ ， ｔ ’ に 直 交 さ せ て 貫 通 形 成 さ
れ 、 上 記 楔 挿 通 孔 ｓ ’ ， ｔ ’ が 開 口 し て い な い 残 り の 対 向 ２ 側 面 に 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
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　 上 記 楔 挿 通 孔 ｓ ’ ， ｔ ’ は 、 上 記 接 合 金 具 ｕ の 楔 用 窓 孔 ｕ ’ と 、 ま た 、 上 記 楔 挿 通 孔 ｓ
” ， ｔ ” は 、 上 記 接 合 金 具 ｕ の 楔 用 窓 孔 ｕ ” と 対 応 す る 位 置 に 、 そ れ ら と ほ ぼ 同 じ 大 き さ
に し て 設 け ら れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 上 記 楔 案 内 片 ｖ １ … … お よ び 打 込 み 楔 ｖ ２ … … は そ れ ぞ れ 、 実 施 例 ２ の 楔 案 内 片 ｈ １ お
よ び 打 込 み 楔 ｈ ２ と 、 ほ ぼ 同 構 造 で あ る が 、 楔 案 内 片 ｖ １ … … の 縦 凹 溝 ５ ４ ， ５ ４ が 、 断
面 円 形 の 上 記 接 合 金 具 ｕ の 楔 用 窓 孔 ｕ ’ ， ｕ ” の 縁 部 に 係 合 す る 、 円 弧 状 の も の に な っ て
い る 点 の み を 異 に し て い る （ 図 １ ５ ） 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 柱 部 材 ｓ ， ｔ の 接 合 は 、 次 の よ う に し て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま ず 、 柱 部 材 ｓ ， ｔ の 嵌 合 空 処 を 接 合 金 具 ｕ の 両 側 半 部 に 嵌 合 し 、 楔 挿 通 孔 ｓ ’ ， ｓ ”
， ｔ ’ ， ｔ ” を 楔 用 窓 孔 ｕ ’ ， ｕ ” に 対 応 さ せ る 。
　 そ し て 、 対 応 し た 上 記 各 楔 挿 通 孔 ｓ ’ ， ｓ ” ， ｔ ’ ， ｔ ” と 各 楔 用 窓 孔 ｕ ’ ， ｕ ” と に
、 楔 案 内 片 ｖ １ … … を 挿 通 し て 、 そ の 縦 凹 溝 ５ ４ ， ５ ４ を 接 合 金 具 ｕ の 楔 用 窓 孔 ｕ ’ ， ｕ
” の 孔 縁 に 嵌 合 さ せ る 。
　 そ の 後 、 打 込 み 楔 ｖ ２ … … を 、 該 打 込 み 楔 ｖ ２ の 案 内 突 条 ５ ５ を 楔 案 内 片 ｖ １ の 楔 案 内
横 溝 ５ ５ ’ に 案 内 さ せ な が ら 打 ち 込 む 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 柱 部 材 ｓ ， ｔ は 、 接 合 金 具 ｕ に 沿 い 互 い に 近 接 す る 方 向 に 移 動 し 、 つ い に
は 接 合 端 面 を 圧 接 す る 。
　 し た が っ て 、 梁 部 材 ｓ と ｔ と を 緊 密 か つ 強 固 に 接 合 連 繋 で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 な お 、 こ こ で は 、 柱 部 材 ｓ ， ｔ の 嵌 合 凹 処 ５ ２ ， ５ ３ お よ び 接 合 金 具 ｕ の 断 面 形 状 を 円
形 と し た が 、 上 記 の 実 施 例 ４ の よ う に 断 面 方 形 に し て も よ い こ と 明 ら か で あ る 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 ６ に つ い て 図 １ ６ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 本 実 施 例 は 、 ２ 本 の 梁 部 材 （ ま た は 桁 部 材 ） を 互 い に 接 合 し て な る 梁 長 尺 材 （ ま た は 桁
長 尺 材 ） の 接 合 構 造 に 関 す る も の で 、 ２ 本 の 梁 部 材 ｗ ， ｘ の 接 合 端 部 を 、 接 合 金 具 ｙ に 上
載 す る と と も に 、 そ の 梁 部 材 ｗ ， ｘ の 楔 挿 通 孔 ｗ ’ ， ｘ ’ と 接 合 金 具 ｙ の 楔 用 窓 孔 ｙ ’ ，
ｙ ’ と に 、 楔 案 内 片 ｚ １ ， ｚ １ を 装 着 す る と と も に 、 こ れ に 案 内 さ せ て 打 込 み 楔 ｚ ２ ， ｚ
２ を 打 ち 込 む こ と に よ り 、 上 記 接 合 金 具 ｙ を 介 し て 両 梁 部 材 ｗ ， ｘ を 緊 密 か つ 強 固 に 接 合
連 繋 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 上 記 接 合 金 具 ｙ は 、 長 方 形 状 の 底 板 ６ １ の 中 心 線 に 沿 っ て 設 立 し た 芯 板 ６ ２ の 左 右 ２ 箇
所 に 楔 用 窓 孔 ｙ ’ ， ｙ ’ を 開 設 し て な る 左 右 対 称 形 状 も の で あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 上 記 梁 部 材 ｗ ， ｘ は 、 端 部 に 、 上 記 接 合 金 具 ｙ の 芯 板 ６ ２ の 半 部 を 受 入 す る 大 き
さ と 形 状 で 、 該 梁 ｗ ， ｘ の 上 面 お よ び 接 合 面 に 開 口 す る 縦 溝 と 、 上 記 接 合 金 具 ｙ の 底 板 ６
１ の 半 部 を 受 入 す る 大 き さ と 形 状 で 、 該 梁 部 材 ｗ ， ｘ の 下 面 お よ び 接 合 面 に 開 口 す る 扁 平
凹 処 と 、 上 記 縦 溝 を 貫 通 し て 該 梁 部 材 ｗ ， ｘ の 両 側 面 に 開 口 す る 楔 用 窓 孔 ｗ ’ ， ｘ ’ と を
連 続 さ せ て な る 嵌 合 空 処 ６ ３ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 上 記 楔 案 内 片 ｚ １ ， ｚ １ お よ び 打 込 み 楔 ｚ ２ ， ｚ ２ は 、 実 施 例 １ の 楔 案 内 片 ｄ １ お よ び
ｄ ２ と 同 構 造 の も の で あ っ て （ 同 一 部 分 に 同 一 符 号 を 付 し た 。 ） 、 そ の 楔 案 内 片 ｚ １ ， ｚ
１ の 外 面 の 縦 凹 溝 １ ５ ， １ ５ は 、 上 記 接 合 金 具 ｙ の 楔 用 窓 孔 ｙ ’ ， ｙ ’ の 孔 縁 に 嵌 合 す る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
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　 梁 部 材 ｗ ， ｘ の 接 合 は 、 次 の よ う に し て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ま ず 、 梁 部 材 ｗ ， ｘ の 嵌 合 空 処 ６ ３ ， ６ ３ を 接 合 金 具 ｙ の 両 側 半 部 に 嵌 合 し 、 楔 挿 通 孔
ｗ ’ ， ｘ ’ を 楔 用 窓 孔 ｙ ’ ， ｙ ’ に 対 応 さ せ る 。
　 そ し て 、 対 応 し た 上 記 各 楔 挿 通 孔 ｗ ’ ， ｘ ’ と 各 楔 用 窓 孔 ｙ ’ ， ｙ ’ と に 、 楔 案 内 片 ｚ
１ ， ｚ １ を 挿 通 し て 、 そ の 縦 凹 溝 １ ５ ， １ ５ を 芯 板 ６ ２ の 楔 用 窓 孔 ｙ ’ ， ｙ ’ の 孔 縁 に 嵌
合 さ せ る 。
　 そ の 後 、 打 込 み 楔 ｚ ２ ， ｚ ２ を 、 該 打 込 み 楔 ｚ ２ の 案 内 突 条 １ ８ を 楔 案 内 片 ｚ １ の 楔 案
内 横 溝 １ ４ に 案 内 さ せ な が ら 打 ち 込 む 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 梁 部 材 ｗ ， ｘ は 、 接 合 金 具 ｙ に 沿 い 互 い に 近 接 す る 方 向 に 移 動 し 、 つ い に
は 接 合 端 面 を 圧 接 す る 。
　 し た が っ て 、 梁 部 材 ｗ と ｘ と を 緊 密 か つ 強 固 に 接 合 連 繋 で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 な お 、 実 施 例 ２ ～ ６ に お い て も 、 実 施 例 １ の 場 合 と 同 様 、 打 込 み 楔 の 打 込 み に よ っ て 楔
挿 通 孔 の 内 面 に 食 い 込 み や 変 形 が 生 じ て し ま う お そ れ が あ る よ う な 場 合 に 、 予 め こ れ を 防
ぐ た め の 所 要 の 処 理 を し て お く の が 好 ま し い 。
　 ま た 、 楔 案 内 片 お よ び 打 込 み 楔 の そ れ ぞ れ に 、 (1)緩 み 止 め 突 条 お よ び 緩 み 止 め 突 起 を
設 け る よ う に す る と か 、 (2)そ れ ら の 外 面 形 状 を 円 弧 状 に し た り 、 楔 案 内 横 溝 と 案 内 突 条
の 断 面 形 状 を 円 弧 状 に す る な ど の 適 宜 の 変 形 が で き る こ と も 、 実 施 例 １ の 場 合 と 同 様 で あ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 接 合 連 繋 構 造 を 、 柱 と 梁 （ ま た は 桁 ） に 適 用 し た 実 施 例 １ の 分 解 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 上 記 接 合 連 繋 構 造 に お い て 、 楔 挿 通 孔 内 に 楔 案 内 片 を 装 着 し 、 打 込 み 楔 を 打 ち 込
も う と し て い る 状 態 の 横 断 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に お け る 打 込 み 楔 の 打 込 み を 終 え た 状 態 の 横 断 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 上 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 実 施 例 の 楔 案 内 片 お よ び 打 込 み 楔 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 (a)は 、 楔 案 内 片 お よ び 打 込 み 楔 の 、 第 １ 変 形 例 の 斜 視 図 、 (b)は そ れ ら が 楔 挿 通
孔 に 打 ち 込 ま れ た 状 態 の 要 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 楔 案 内 片 と 打 込 み 楔 の 、 第 ２ 変 形 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 接 合 連 繋 構 造 を 、 柱 と 梁 （ ま た は 桁 ） に 適 用 し た 実 施 例 ２ の 分 解 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ９ 】 上 記 接 合 連 繋 構 造 に お い て 、 楔 挿 通 孔 内 に 楔 案 内 片 を 装 着 し 、 打 込 み 楔 を 打 ち 込
も う と し て い る 状 態 の 横 断 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ に お け る 打 込 み 楔 の 打 込 み を 終 え た 状 態 の 横 断 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 実 施 例 の 楔 案 内 片 お よ び 打 込 み 楔 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 接 合 連 繋 構 造 を 、 土 台 と 柱 に 適 用 し た 実 施 例 ３ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 接 合 構 造 を 、 梁 部 材 （ ま た は 桁 部 材 ） 同 士 の 接 合 に 適 用 し た 実 施 例 ４ の
分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 接 合 構 造 を 、 柱 部 材 同 士 の 接 合 に 適 用 し た 実 施 例 ５ の 分 解 斜 視 図 で あ る
。
【 図 １ ５ 】 本 実 施 例 の 楔 案 内 片 お よ び 打 込 み 楔 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 接 合 構 造 を 、 梁 部 材 （ ま た は 桁 部 材 ） 同 士 の 接 合 に 適 用 し た 実 施 例 ６ の
分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 従 来 の 木 造 建 築 物 の 接 合 連 繋 構 造 の 、 分 解 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
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a,e,k　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 柱
b,f,j,q,u,y　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 接 合 金 具
b',f',j',q',q",u',u",y'　 　 　 　 　 楔 用 窓 孔
c,g　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 梁 （ 桁 ）
c',g',k',n',n",p',p",s',s",t',t",w',x'　 楔 挿 通 孔
d1,d1',d1",h1,m1,r1,v1,z1　 　 　 　 楔 案 内 片
d2,d2',d2",h2,m2,r2,v2,z2　 　 　 　 打 込 み 楔
i　 　 　 　 　 　 　 　 　 土 台
n,p,w,x　 　 　 　 　 　 梁 部 材 （ 桁 部 材 ）
s,t　 　 　 　 　 　 　 　 柱 部 材
14,14",34,55'　 　 　 楔 案 内 横 溝
14'　 　 　 　 　 　 　 　 緩 み 止 め 突 条
15,32,54 　 　 　 　 　 縦 凹 溝
18,18",33,55 　 　 　 案 内 突 条
18'　 　 　 　 　 　 　 　 緩 み 止 め 突 起
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

(17) JP 2006-183376 A 2006.7.13



【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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